
 

令和３年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【北九州市】 

学校名【北九州市立長行小学校】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

（学年･人数） 
第6学年 80人 

 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（○ 総合 オリ・パラ種目を体験！） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

・オリンピック、パラリンピックについて調べ、その目的や意義

についての理解を深める。 

・オリンピック種目を体験し、運動する楽しさに触れることで、

スポーツを楽しむ心を育てる。 
５ 取組内容  

オリンピック・パラリンピックについての事前（調べ）学習 

（各クラスにて実施） 

 

 

 

 

トランポリン競技者から話を聞き、体験を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験を通した振り返り 

（スポーツやオリンピック・パラリンピックに対する自分の考え

や思いの変容 等） 

６ 主な成果 

 

・「オリンピックやパラリンピックについて名前は知っている

が、その歴史や目的（意義）は知らない。」という児童が多かった

が、事前の調べ学習を通してオリンピック・パラリンピックにつ

いての興味・関心を高め、理解を深めることができた。 

・運動に苦手意識をもっていた児童でも、トランポリン運動に楽

しく取り組むことができ、スポーツを楽しむ心の醸成につながっ

た。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・多様な運動、スポーツに触れる機会が少なく運動に苦手意識を

もっている児童が親しみやすいように、トランポリン運動を体験

するようにした。 

８主な課題等 ・コロナ禍により、実際にオリンピックに出場したことのある選

手等を招聘することが難しかった。競技者からの講話を聴く活動

を設定できれば、オリンピック・パラリンピックについての意義

理解や興味関心をより高めることにつなげられると考える。 

９来年度以降の

実施予定 

・演技を見せてもらうことで、トランポリン競技についての興味

関心を高めることができた。また、運動に苦手意識をもつ児童で

も意欲的に取り組むことができ、十分な運動量を確保することも

できた。来年度も児童の実態に合わせて、体験種目の選定や、活

動内容の工夫改善を図っていきたい。 

 


